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2014 年にダイヤモンド包有物中に天然含

水 ringwoodite が発見され、少なくとも局所

的にはマントル遷移層に 1.5 wt%の水が含ま

れていることが明らかになった(Pearson et al., 

2014)。現在までにマントル組成の約 6 割を

占めるカンラン石系は無水及び含水条件で

多くの研究が行われてきたが、残りの 4割を

占める輝石－ザクロ石系での含水条件下で

の研究結果は乏しい。そのため、本研究では

輝石－ザクロ石 2 成分系相図における水の

影響を明らかにするために実験的研究を行

った。今回は特にマントル遷移層下部から下

部マントル上部にかけて起こる garnet (Gar) - 

bridgmanite (Brg) 相転移に焦点を当て、水の

影響の検討を行った。 

高温高圧実験は川井型高圧発生装置であ

る広島大学 MAPLE600 及び愛媛大学(GRC) 

ORANGE3000 を使用した。実験条件は、マ

ントル遷移層下部から下部マントル上部に

相当する圧力 21~26 GPa で行い、温度は

1600℃で固定した。出発組成はMgSiO3-Al2O3

系で無水と含水の試料を用意した。特に

Al2O3量については、それぞれパイロライト

組成で晶出する下部マントル Brg 及びマン

トル遷移層 Garの Al量に相当するものを用

いた。出発物質には無水ではガラスの塊を、

含水では酸化物・水酸化物粉末混合体を用い

た。出発物質に用いたガラスの塊は、SPring-

8 BL04B2 設置のレーザー加熱浮遊炉装置に

て合成した。回収試料は SEM、EPMA、XRD

での分析を行った。 

＜水の影響＞  23 GPa の無水試料では

akimotoite (Ak) + Brg + Garの三相共存であっ

たが、含水試料では Brg + Garの二相共存で

あった。このことから水の影響により、Ak - 

Brgの相転移境界が低圧側へシフトすること

が明らかになった。 

＜Gar の組成＞ ガラスロッドを用いた無

水試料では粒径が 1㎛以下であったため、化

学組成は Irifune et al.(1996)で報告された化学

組成－格子定数関係を参考に格子定数から

見積もった。一方で酸化物混合粉末を用いた

含水試料では 10 ㎛程度まで粒成長したため

EPMAで直接化学組成を測定した。その結果、

先行研究（例えば Kubo & Akaogi,2000）の Gar

の Al2O3 の固溶量よりもかなり多くなった。

本結果については更なる検討を進めている。 
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